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SD ラットより摘出した肝細胞を用いた不定期 DNA 合成（UDS）試験（最高濃

度 500 μM（0.07 mg/mL））では、陰性であった。 
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ラット肝ミクロソーム以外の細胞画分を用いると、6-（ヒドロキシメチル）キ

ノリンの水酸基がさらに酸化されてキノリン-6-カルボキシルアルデヒドとなっ

た後、アルデヒドオキシダーゼによりキノリン-6-カルボン酸にまで酸化される経

路や、２位の炭素が酸化を受ける経路の報告もある。 
（該当箇所は論文中 130-131, 142 頁（通し番号では 16-17, 28 頁）） 
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  6-メチルキノリンは、ウイスキーに含まれる（製造工程においてピート（泥炭）

の煙で乾燥させた麦芽に含まれるといわれている。）成分である。 
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